




�

�

�

�

　私が今お世話になっている会社、林製作所

に入社し、ターレットパンチプレスの作業を

担当する事になり、10年の月日が経ちました。この10年、板金加

工の経験を一から学び自信も人並みに付きましたが、未だに壁

に当たる事もしばしばで、板金加工の難しさ、奥の深さを感じます。

今はAP100を使ったCAD・CAMの仕事をしていますが、これも又、

奥が深くとてもやりがいのある仕事だと感じております。そのや

りがいのある仕事に携わって私が感じている事は、熟練者の持

つ技術や経験を関わっている作業者全体で共有する事が大事で

はないか？という事です。そこで経験や技術を若年者に伝えて

いく事が急務だと感じております。そこでこの度の資格をはじめ、

アマダの持つ機械には技術や経験を共有出来る物が数多くあり

ます。それらの物を上手く利用しつつ、熟練者の技術や経験を学

び、自分自身の技術を磨いていきたいと思っております。�

　最後に、資格を取得するにあたり、この機会を与えて下さいま

した弊社、並びに群馬県シートメタル工業会のご支援に心より感

謝申し上げます。�
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　私は、ソフトのサービスとしてお客様を訪

問し、主に、プログラムの作成からNCT、レー

ザーおよびNTベンダーのネットワーク運用を、お客様に御提案

させて頂き、保守サービスを行っております。今回、技能検定の話

があり、群馬県シートメタル工業会では、会長自ら技能士の育成

に尽力されているということから、チャレンジしてみようと思いま

した。実技試験のプログラム作成は本職とはいえ、難易度の高

い出題でした。NCTの加工も緊張のなか無事終えることが出来

ました。学科試験は、板金加工全般にわたる広範囲での出題だっ

たので、とても合格出来るとは思っていませんでしたが、合格通

知を手にした時は、信じられない気持ちで一杯でした。今後は、

この経験を生かし、ITを駆使した少数精鋭の物造りを、御提案出

来るよう頑張って行きたいと思います。検定前講習会をはじめ、

群馬県シートメタル工業会の全面的なバックアップと、関係各位

の御支援に心より感謝致します。�
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　私は現在（株）中沢工業所で主に工程設

計及びシートワークス＋AP100でCAD／

CAMの仕事をしています。かつてはタレパンのオペレーターも

していた事が有るので、技能検定という資格が有る事は知ってい

ましたが、実際に受けた事は有りませんでした。この度後輩たち

が数値制御ターレットパンチプレス作業の技能検定を受ける事

となり、私もAP100の操作法を教えるだけではなく自らも検定

を受けてみる事にしました。実際に検定を受けるとなると

AP100の操作は仕事柄なんとかなりますが、検定の課題や使用

する機械の操作手順、学科試験の出題範囲・傾向等は、検定前講

習会や学科講習会が大変役に立ちました。�

　今後はこの資格を仕事に生かし又、指導者として多くの後

輩たちが技能士の資格を取れるよう指導していきたいと思い

ます。�
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　私はNCT、アペリオの配属になり5年目になります。現在は昨

年4月に導入された新型シングルパンチプレス（HMX3510）も

使用しています。今回上司の勧めにより技能検定を受検する事

になりました。受検時の苦労は、AP100による展開、割付でした。

まったく初めての為、先輩に指導していただき覚える事が出来ま

した。実技試験では、常時仕事でNCTを使用している為自信が

ありましたが、使用した事のない機械の為、操作方法の違いに戸

惑い制限時間いっぱいでしたが無事に作業を終了、学科試験で

も板金以外の出題が多数有り難しく、合格しているか不安でし

たが、受検に際してご協力、指導していただきました皆様方の御

支援により、一回で二級に合格する事が出来ました。ありがとう

ございます。�

　今後は一級取得を目指してがんばりたいと思います。�
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　私は協和工業でＮＣ加工を担当しておりま

す。NCの技能検定はおかげさまで２年前に

合格しました。その時は自分が受かるとは思ってもいませんでし

た。そして今回ベンダーの技能検定を受けることになりました。

前にベンダーの経験はありましたけれど離れてから時間がたっ

ていたので忘れていました。そこで仕事が終わってから毎日納

得のいくまで練習をしました。そこで1番苦労したところは寸法

が安定して出なかったことです。これで本当に合格できるのか

なと不安になりました。でもおかげさまで合格することが出来ま

した。職場のベンダー班の人達に協力していただき感謝してお

ります。�

　これからはこの資格を生かして仕事をがんばっていきたいと

思います。�




